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一般質問一般質問
議長・副議長及び監査委員は、その職務の性質上、一般質問を行っていません。

● 二次元コード	 ホームページ上の各議員の質問動画へアクセスできます。
● マーカー部分	 用語解説や写真・イラストを掲載しています。

●こども家庭庁　令和5年
4月1日に内閣府の外局と
して設置予定。これまで文
部科学省、厚生労働省、内
閣府、警察庁等が所管して
いた、こどもに関わる政策
の司令塔機能を担うととも
に、担当する省庁が今まで
明確でなかったこどもに関
する課題に取り組む。

●こども基本法　令和5年4月1日
施行予定。児童の権利に関する条
約等の精神にのっとり、全てのこ
どもが自立した個人としてひとし
く健やかに成長することができ、
その権利の擁護が図られ、将来に
わたって幸福な生活を送ることが
できる社会の実現を目指して、こ
ども施策を総合的に推進すること
を目的としている。

用語解説の新ルール
基本　12文字
10行（10行が最大）
10行以上になるなら
13文字14文字と文字数を増やす

一般質問項目　①学校部活動の地域移行について　②多文化共生の取り組
みについて　③こどもが思いきり遊べる環境づくりとスポーツ振興につい
て

伊藤　大輔（たちかわ自民党・安進会）

学校部活動の地域移行
現状を把握して最大限の準備を

　　令和５年度から中学校部活動の
地域移行が国から提言されました。
現状では対象となる全ての部活動が
強制的に移行されるのでしょうか。
教職員の負担軽減は重要ですが、一
方で大会出場や日々の練習への影響
等、子ども達にしわ寄せが行かない
ようにしなければいけません。まず
は、生徒や学校の現状をしっかり把
握し、でき得る条件の中で最上の環
境を学校へ提供するために、立川モ
デルとなるよう早急に準備が必要と
考えますが、市の見解は。

問問 　　現時点では、全ての部活動を強
制的に移行することは難しいと想定
しています。部活動の地域移行を円
滑に実施できるよう、教職員だけで
なく、生徒、保護者等にもアンケー
トを実施し、より詳細な実態の把握
と情報提供に努めていきます。立川
モデルについては、指導者の確保、
質の向上、保険、保護者負担、高校
入試への反映のあり方等、多くの課
題があるため、関係機関と連携し、
段階的な導入を進めていきます。

答答

一般質問項目　①自転車利用について　②道路・公園の植栽の剪定につい
て　③環境対策について　④所有者不明土地について

大石　ふみお（国民民主党）

増加する所有者不明土地
市内の現況と今後の対応は

　　所有者不明の土地は、全国で九
州の面積に匹敵するとも言われてお
り、増加が懸念されています。国は、
固定資産税の課税上の課題に対応す
るため、所有者情報の円滑な把握及
び課税の公平性確保を重視した税制
改正や土地、建物に特化した財産管
理制度の創設を行いました。市内に
おける所有者不明土地の数、現場状
況の把握、課税状況、税収への影響
等について伺います。また、所有者
不明土地に対しての今後の課題や対
応について市としての見解は。

問 　　相続登記の未了や相続放棄等に
より、現在市内の所有者不明土地は
33筆あります。不動産登記簿等と
現地の調査を行っていますが、所有
者が判明しない事例が多く、対象数
は増加しています。現在課税されて
いない33筆に課税した場合、令和
４年度分の固定資産税と都市計画税
の合計で約85万8,000円の税額に相
当します。今後も書類及び現地調査
を継続して所有者の把握に努め、法
改正の動向も注視していきます。

答答

一般質問項目　①子どもの安全確保　②これからの保育園　③高齢者が生
き生きと暮らすために　④おくやみコーナーについて　⑤より快適で有効
な公園・緑地について

伊藤　幸秀（公明党）

未就園児がいる家庭の支援
保育園の空き定員の活用を

　　普段、保育園や幼稚園に通って
いない未就園児がいる家庭は、社会
とのつながりが希薄になりやすいと
感じます。特に専業主婦家庭では、
平日の子育てを母親１人で担ってい
る割合が高く、精神的な負担や子育
てについての悩み、不安を抱えてい
る割合も高いと言われています。い
わゆるワンオペ育児です。解決策と
して、保育園の空き定員を使って、
未就園児の定期的な預かりを進めて
いくことはできないのでしょうか。
市の見解を伺います。

問問 　　保育園の空き定員を活用し定期
的な預かり事業を行うことは、保護
者の負担軽減や要支援家庭の早期発
見の観点からも有効であり、来年度
設置されるこども家庭庁ではモデル
事業が実施されます。現在、「保育
のあり方に関する提言」を受けてさ
まざまな課題について整理してお
り、未就園児とその保護者への支援
についても、保育所の多機能化に向
けた検討課題の一つとして、先進市
の取り組みを参考にしていきます。

答答

一般質問項目　①多摩川洪水浸水想定区域への対策について　②立川駅南
口周辺について　③歴史を残し伝える取り組みについて

頭山　太郎（たちかわ自民党・安進会）

砂川学習館の資料コーナー
実物の展示を残せないのか

　　砂川学習館における展示のあり
方にはさまざまな声があります。私
は砂川闘争と直接関係があり、歴史
的史実に基づき、誰もが客観的に見
て学習することができるものは実物
展示として残すべきだと考えます。
設計を変更し壁面を後退させると、
現在の展示物を展示することが可能
になりますか。また、今後は市が責
任を持って管理していくのでしよう
か。コミュニティ機能を充実させて、
市民の皆さんに気持ちよく利用し喜
んでいただきたいと思います。

問 　　壁面を一部後退してショーケー
スを設けることとあわせて、実物展
示の方法を検討したいと考えていま
す。設計上、最大１m程度まで壁面
後退することができます。これらに
より、開設当初の展示物はおおむね
網羅できると考えています。展示内
容は、改めて関係者の理解をいただ
けるよう慎重に検討を進めます。展
示物は、公共施設に展示されますの
で、施設を所管する教育委員会事務
局で管理をします。

答答

一般質問項目　①都立高校入試英語スピーキングテストは入試制度として
適正か　②子どもの権利が守られるやさしいまち立川へ　③教職員のより
よい働き方にむけて

原　ゆき（立憲ネット緑たちかわ）

守るべき子どもの権利
条例として制定を

　　本市の第４次夢育て・たちかわ
子ども21プランにおいて、子ども
の権利の尊重は、プラン全体の基本
となる考え方であり、施策を展開し
取り組む中で、子どもの権利の視点
を大切にしていると認識していま
す。プラン推進会議からも子どもの
権利条例の検討を要望されていると
聞いていますが、こども基本法や都
の条例制定に合わせ、またプランの
施策実現のための根拠となるよう本
市にも子どもの権利条例を制定すべ
きと考えます。市の見解を伺います。

問 　　本市の子どもに関する取り組み
と、こども基本法や都の条例が目指
すものは、方向性が合致すると考え
ています。現時点では子どもの権利
に関する条例制定の予定はありませ
んが、現在、第４次プランの中間年
に当たり、プラン推進会議において
進 を確認しています。その中でも
子どもの権利条例に関する意見をい
ただいていますので、今後、第５次
プラン策定に向けた作業の中で議論
していきます。

答答答

一般質問項目　①お祭りとは何か…考える

粂川　敏男（たちかわ自民党・安進会）

コロナ後の祭りのあり方
継続して開催するための支援は

　　令和４年は、各地域や企業、市
が、感染症対策を行いながらイベン
トや祭りなどを３年ぶりに行う、試
行錯誤の年でした。ただ、この３年
間で地域の実行委員会がなくなるな
ど、今後の開催自体が難しいという
声もあります。祭りは文化であり、
保全して守っていくべきと考えま
す。祭りやイベントの意味、現状把
握と支援について、市民協働、町会・
自治会、商業振興、地元企業育成の
多方面の観点から、市の見解を伺い
ます。

問 　　よいと祭りやたちかわ楽市の３
年ぶりの開催にあたり難しい調整や
判断を要したこともあり、祭りやイ
ベントなどの主催者の苦労は理解し
ています。祭りやイベントには人と
人を結びつける力があり、コミュニ
ティを維持するために大切と認識し
ています。今後も継続して実施して
いけるよう、自治会や商店街等に必
要な支援を行うとともに、市民の皆
さんに関心を持ってもらえるよう周
知活動を行いたいと考えています。

答答答


